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1 ．は じめに

　工 業規格 に 定め られ て い る 、 反射 物体 色 を

測 定す るた めの 、照明お よび受光の 幾何学的

条件 に つ い て 検討す る ため に 、 反 射特性 の 異

な る様 々 な試料を用意 し 、 変角式装置並び に

積分球 装置を用 い た分 光 測色 を行い 、各試料

の 反射光空間分布 と 、 幾何 条 件 ご との 測 色値

の 傾 向な どを調 べ 、考察を続 けて い る 。

　前々 報 まで
1 ） 〜4 ）

お よび 別報
5 ｝

で は 、標準

白色面 を含む各種 白色面 、 色彩計の 検査な ど

に用 い られ るカ ラータ イル 、 艶消剤 に よ り光

沢度に 段 階 を設 けた ラ ッ カーペ イ ン ト塗装面

等を試 料 と し、変角測定時 の 受 光 角毎 の 分 光

反射率分布の 変化と、積分球に よ る測色値 と

の 関係に つ い て 報告 した 。

　 国際照明委員会 （CIE ）で は 、 1995年 に

TC 　2−39 　（｝eometric 　Tolerances　for　Color

Measurementsを組織 し 、
，幾何条件 の 許 容差に

つ い て の 見 直 しを進め て お り、 1999年 6 月 の

会議に て 新しい 提案が あ り、実験を行 っ た後

に審議 され る予定 とな っ て い る 。

　 こ の 提 案の 中で 、従来の 規格 と異な る特徴

的な点 と して は、試料面法線方 向の 光線軸角

度の 許 容差 を小 さくす る こ と、積 分球の 鏡面

反射成分を除去 す るた め の 光 トラ ッ プ に対 し

て 具体的に 開 き角 を規 定する こ と 、 各光線軸

と光線束の 傾 きに対す る許 容 差 を、 レ ベ ル A
・B ・C と して 3 段階に 区別す るこ とな どが

あ り 、 異機種 間 （メーカ問）の 測 定値 の 差が

小 さくな る こ とや 、そ の 差の 原 因 が理 解 しや

す い こ と （あるい は 予測で きる こ と）が期待

され る 。

　前報
6 ｝

で は 、こ の 提 案 を検討す る実験 とし

て 、積 分球 の 正 反射 トラ ッ プ の 大 きさを便宜

的に φ 10 〜 50mm の 5 段 階に設 け、 こ れ

まで の 試料 に 対 して 、 トラ ッ プ径 毎 の 測 色値

の 比較を行 っ た 。

　 その 結果 か ら 、 高 光沢試 料 の 鏡面 反射成分

を除去 で きる トラ ッ プ径 の 目安や、艶消 し面

　（ほ とん ど無光 沢な もの ）で は 、 トラ ッ プの

有無や大 き さを 問わ ず 、 ほ ぼ一
様 な測色値 と

なる こ とな どが判 っ た 。

　半艶面 で は、鏡面 反射除去の 度合い に 比例

す る 、 測色値の 彩度 、 明度の 変化が見 られ た

が
、 実験に 設定 した トラ ッ プの 最大径 で も、

除去 は 不充分で あ り 、 変角 測定の 結果 か らも

半艶面 の 鏡面反射光の 幅は か な り大 きい こ と

が 判 っ て い る。

今回 の 実験 で は 、こ れ ま で の 測 定試料 に 、

イ ン ク ジ ェ ッ トプ リン タの 各種 用 紙や、織物

、 金属面 な どの 実 用 的試料 を追加 し 、 これ ら

の 反射特性 を調 べ る と ともに、前報 と同様 に

積分球の トラ ッ プ径 を変 えた場合 の測色値 の

変化 も調 べ る。　 また 、 CIE の 提案をよ り

意識 し、積分球 の トラ ッ プ 径 の 大 きさの 段 階

を半頂角 （光軸に対 して 光束がなす円錐の 半

頂角 ） で示 し、L4
°

（φ10  ） を最小 として

2D〜 11e （φ77  ） まで 1
°

ず っ に設 け た 。

11
“
以 上 は 隣に 並ん で い る 測定光開 口 と重な

っ て しま うの で行 わ ない 。

2 ．測定結果 と考察

　 Fig．1 に 、 3 種類の プ リン タ用 紙 にイ ン ク

ジ ェ ッ トプ リン タで マ ゼ ン タ を濃 く印刷 した

面 につ い て 、 トラ ッ プ の 大 き さを変 えて 測色

した時の C ＊ の 変化 を グラ フ に した 。 試料名

の 0 中には 、 60
°

光沢度測 定値 を示 した 。

また、同程度 の 光沢 で あ る ラ ッ カ
ーペ イ ン ト

の 緑色塗装面 で の 結果 もプ ロ ッ トし て み た。

　 フ ァイ ン 専用 紙は 無光沢 で 、 トラ ッ プ の 大

きさに影響 され ず、ほ とん ど一様 な測 定値 を

示 して お り、前回 の 報 告に
一

致 して い る 。

　光沢紙 と光沢 フ ィ ル ム は、鏡面反射成分が

除去 され るほ ど彩度が高 くな り、半頂角 6
“

以上 の トラ ッ プ で は 測定値の 変 化がほ とん ど

無 く、鏡面反 射が充分除かれ た と見 られ る 。

しか し 、 塗装面 は前回 同様 に 、半頂角に比例

した変化 を続け、 1 ゴ で も鏡面 反射 を除去

しきれ て い ない 様子 で ある 。

［ ＝ ＝ ＝ ：＝ 一 コ 15 − ． v 、 c ．
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 Fig．1

　 塗装面 は 艶消 し剤の 混入 量 を変 え るだ けで

光 沢度 を調整 した もの だが、プ リン タ 用紙は

印刷後の 質感を重視 し 、 反射特性 を工 夫 した

表面処 理 が な され て い るこ とは、カ ラー
フ ォ

ー ラム
’
98で の 弊社の 報 告

7 ］
に もあ る 。

　Fig．2 に こ れ らを変角測定 した時の 、受光
角 ごとの 反射率 （便宜的に マ ゼ ン タは X を、
緑 は Y を用 い た。）の 変化 を グ ラ フ に した

。

プ リン タ 用紙 と塗装面 は正 反射光 の ス ソ の 広

が り方 が大 き く異 な っ て い る為 、 光沢度測定

値で は 同程度なの に も関 わ らず、 トラ ッ プに

鏡面反 射を除かれ る度合 い に 違い が 出 た 。

　以前 よ り、 半艶か ら艶消 しにか けて の 鏡面
反射光の 幅 と光沢度の 関係を細か く調 べ た い

と考えて は い るが
、 安定 して 且 つ 都合 の 良い

光沢段 階の 試 料を作製す るの は困難 で あ り、
課題 を残 して い る。

L　　　　　　　　　　　　 −．」

　　 　　　　　　 　　Fig．2

　　Fig．3 には 、青色織布の 積分球 と45／o測定

　で の 分光反射率 分布 を示 した 。 用 意 した布 は

　見 た 目に青色で 無地で あるが 、裏糸 は 黒で 、

　青糸 の 方 向は 決ま っ て い るの で 、 光の 反射 に

　方 向性 が あ る。

　　グ ラフ 中で 「− a ・b ・c 」 と したの は 、

　測定光軸に対する試料の 向 きの 区別で ある 。

　　45／0で は、向 きに よ り極端に分光分布が異

　な るの に対 し 、 積分球では どの 向 きに セ ッ ト

　して も同 じ分光分布 が得 られ 、45／0の 各向き

　の 平均値的な値を示 して い る 。

　　こ れ に よる と、 こ の 試料 の 場合 、 積分球で

　あれ ば 、 あま り気遣 うこ とな く再 現 良 く測色

　で きる とい うこ とに なるが 、青糸 の 鮮やか さ

　を強調 した測色値が欲 しい とな ると不 向 き と

　い うこ とに な っ て しま う。

　　光学条件 を選択す るに は、試 料の 特性 と、
測色 目的の 両面 を考慮す る必要が ある 。

1 青色織布の 分光反 射率 分 布
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